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１．研究計画の概要 
 本研究はプラトン『国家』篇、『法律』篇、
アリストテレス『政治学』という古典期ギリ
シャにおいて成立した政治哲学に関する三
大著作を研究主題とし、［Ⅰ］まず、それぞ
れの固有性を明らかにすると同時に、それら
の間の異同をその構成上、内容上の両観点か
ら攻究し、これら三大著作によって作り上げ
られている古典期におけるギリシャ政治哲
学の全貌、さらにそれが人類一般の平和なる
共生の秩序の構築に関して、いまなお有する
「理念」としての普遍的意義を明らかにする。
［Ⅱ］ついで、これら三大著作が後代に対し
て、それぞれの時代、それぞれの地域で、こ
の三大著作のそれぞれが個々にどのように
受容され、また、それぞれの時代の政治理念
としてどのような影響を与えたのかの仔細
を精細に検討することを目指す。 
 
２．研究の進捗状況 

古典期ギリシャにおいて成立した政治哲学

に関する三大著作のうち、平成19年度はプラ

トン『国家』篇、平成20年度はプラトン『法

律』篇、平成21年度はアリストテレス『政治

学』に取り組んできた。 

毎年各著作を中心に、その固有性を明らか

にすると同時に、相互の異同を構成上、内容

上の両観点から考察した。また、古典期にお

けるギリシャ政治哲学の全貌、さらにそれが

人類一般の平和なる共生の秩序の構築に関し

て、いまなお有する「理念」としての普遍的

意義を視野に収め、多角的に考察を進めた。 

それとともに、三大著作が後代に対して、

それぞれの時代、それぞれの地域で、どのよ

うに受容され、また、それぞれの時代の政治

理念としてどのような影響を与えたのかを精

細に検討した。古典期にいたる古代世界の歴

史的状況を検証、さらには、西欧近代１８世

紀にいたるまでのそれらの伝承過程の究明に

努めた。 
 
３．現在までの達成度 
 おおむね順調に進展している。 
 政治哲学に関する三大著作を一冊ずつ毎
年度とり上げ、その固有性、相互関係、後代
への影響などの観点から多角的に考察し、海
外からその領域の一線で活躍する著名な研
究者を招聘することで考察の深化、拡充に努
めるという当初の計画は、予定通り進められ
てきた。これに加え、優れた業績を残す国内
研究者をゲストに迎え、意見交換を行うなど、
研究活動を拡充することができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年度は、これまの成果を総括すること
が中心となる。プラトン『国家』篇（平成19
年度）、『法律』篇（平成 20年度）、アリスト
テレス『政治学』（平成 21年度）という、ギ
リシャ政治哲学における三大著作について、
それぞれの固有性、それらの間の異同を多面
的に考察し終えた今、そうした成果を、当時
の政治的現実との関連（研究分担者のうち主
にＡグループが担当）や、ヘレニズム、ロー
マ、ビザンツ、中世初期におけるギリシャ政
治哲学の受容と展開（研究分担者のうち主に
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Ｂグループが担当）などを視野に収め、さら
にわが国がおかれるアジアという地域性も
考慮しつつ、改めて総括し、ギリシャ政治哲
学の全体像を明らかにする。 
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